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コピーライトの史的展開 

情報化時代といわれる現代において、著作権法をめぐる議論

が活発化している。つぎつぎに現れる新しい情報機器が情報

流通の形態を変革しているなか、著作権保護の強化が叫ばれ

ている。しかし、いかなる方向に強化すべきなのかについて確た

る方向性が示されているとは言い難い。 

 

本書は、これまでの法的議論では取り扱われてこなかった著作

権前史から説き起こし、出版業の経済的史背景を踏まえつ

つ、その発展を辿ることで「著作権とは何か」という問いに応えよ

うとしたものである。 

 

本書を読むことで、読者は著作権概念の発生と展開の姿を理

解することができよう。こうして、著作権の本質に関する理解を深

めることで、初めて21世紀型著作権制度への明確な指針が得

られることになると確信するものである。(著者) 

イギリスにおける起源とアメリカにおける発展を辿る 
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